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開 会 午後３時００分

西川委員長 ただいまの出席委員は10名で、定足数に達しておりますので、これより議会改革特別委

員会を開会いたします。

皆さん、お疲れさまでございます。朝からは、総務建設委員会のほうしっかり議論させて

いただきまして、ありがとうございます。委員長、お疲れさまでございました。本当に今も

う物すごく急に暑くなってきて、もう熱中症、もうほんまに気つけやなあかんなと思うとこ

ろでございます。これまた７月、今日も議題であります市民懇談会のときもっともっと暑く

なってるんかなと思いますので、本当に体調のほう、しっかりと皆さん整えていただいて、

万全な状態で市民の皆様と懇談しっかりとできるよう、今日も闊達なご意見、ご議論よろし

くお願いいたします。

そしたら、委員外議員の出席ご案内させていただきます。増田議員。

発言される場合は必ず挙手をいただき、指名をいたしますので、マイクの発言ボタンを押

してからご起立いただきます。必ずマイクを近づけてからご発言されるようお願いをいたし

ます。

それでは、ただいまより協議案件に入ります。

協議案件（１）市民懇談会についてを議題といたします。

令和７年４月24日に開催をいたしました本委員会において、令和７年度の市民懇談会に係

る内容について決定をしていただきました。市の広報誌に折り込みチラシと議会だよりの記

事により、無事広報を周知することができました。議長におきましては、非常にタイトなス

ケジュールにもかかわらずチラシの原稿を作成いただき、誠にありがとうございました。

さて、本日の協議でございますが、市民懇談会の開催まであと１か月余りとなりましたの

で、業務担当者と詳細なタイムスケジュールについて決定をしていきたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。

それでは最初に、業務担当のほうから協議をさせていただきます。

先日、議長と本委員会の正副委員長とで打合せをさせていただきました。全て白紙からの

協議ではかなり時間もかかると思われることから、必要と思われる業務について担当を入れ

させていただきました。その内容は、今ここの資料の中にあります。チラシがありまして、

その２枚目も広報の周知がありまして、タイムスケジュールがありまして、その他必要な事

項というのがありまして、業務担当振り分け表というのがございます。それについては、３

ページと５ページに記載をしておるところでございます。前回の市民懇談会を踏まえた課題

といたしまして、全議員が何らかの業務を担うということを考えまして、令和７年度当初予

算を審査した際の予算特別委員長でございました藤井本委員長に議会の報告をお願いすると

長にお願いをしたいと思います。

まず、その３名と議長の計４名以外の方については、ファシリテーターとそのサブについ

ていただくように考えております。業務担当振り分け表のほうでご確認を、皆様のご確認を

ください。グループワーク全体の進捗状況などを確認していただき、遅れているところが、
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この３名、３名と議長、このとき、グループワークしているときには巡視をしていただいて、

全体の進捗状況をその３名プラス議長についてはお願いをしたいなと思います。また、遅れ

てるところとかがあったら助言をしてもらったりとか、そういうスムーズに進行を進める役

として、またそのときはお願いをしたいというところでございます。

また、受付と会場案内につきましては、申し訳ございませんが、受付が谷原委員と松林委

員にお願いをしたいと思います。会場案内については、坂本委員と横井議員、お願いをした

いと思います。総合の司会進行については、私がさせていただきまして、グループワークで

の全体説明とグループ発表の進行役については、柴田副委員長が受け持ちますので、よろし

くお願いをいたします。

本業務分担についてこれで進めさせていただきたいと思うのですが、業務分担について何

かご意見等ございますでしょうか。

藤井本委員。

藤井本委員 みんなで振り分けをするというところで、全員が全員野球というんですか、全員でやる

というのはよく分かったんですけど、自分のところやっぱり見てしまうわけで、議長の挨拶

が５分で、議会の報告と総務建設の委員長の報告と厚生文教の委員長の報告、これは、そこ

でやっていることの報告になるんですけど、私のところで古いというんか長いということで、

これ当てはめていただいたんだろうと勝手に思っていますけど、ここで議会報告の例えばさ

っき予算の委員長してたからということがあったので、予算特別委員会のことを中心に話を

するというふうに考えていいのか、その辺先に決めておいていただかないと、予算委員会で

の話合い、今年の予算というのはこうですよということをお話をさせてもらうのか、こうい

う漠然と議会報告ということになれば、いろんな議会報告ってありますので、ここはこれ、

これせいということをもう少し具体的に言っておいていただいたほうが、私にとってはあり

がたいです。

西川委員長 議長と前の正副のほうで打合せさせていただいたときに、今こういうふうに決めさせて

いただいたんですけど、一旦は、これについては、議会報告でやっぱり当年度予算のことが

話をしていただけたらと思うんです。というので、藤井本委員長、予算の委員長をされてお

りましたので、それをお願いをしたいなというところでございます。

ほか。

杉本委員。

杉本委員 今のところなんですけど、この５ページによると、議員定数削減のことについても触れる

ようなこと書いてあるんですけども、予算及び議員定数削減のことについてってなっとる。

そうなるとつじつまが合わんくなってくると思うんですよね。僕が思ってんのは、やっぱり

議員の仕事上で予算の監視というのは大事やから、ここに入れていただくと、これはもう全

然いいと思いますし、こんだけ資料作っていただいて、めっちゃ分かりやすくてありがたい

んですけども、となると議会報告というよりも予算報告になるんかなと。議会報告とか議員

定数削減というのは、議長の挨拶にちょっと組み入れるとかというふうにしていただかない
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とつじつま合わんのかなと思いながら見てたんですけども、どうでしょう。

西川委員長 ありがとうございます。５ページのほうですね、議員定数。予算の話については、藤井

本委員にそのままやっていただきたいなと思いますので、議員定数については、一定もうそ

こで説明をするというのも、予算の中で予算の話の中でするというよりも、今おっしゃって

いただいたように、どこか挨拶の中で、次年度の選挙からは13人定数になりますというとこ

ろを報告だけ、どっか議長のほうとか盛り込んでいただくとかで考えさせてもらうほうがえ

えかなと今思いました。そやから、議会報告、藤井本委員の中でやっていただくのは、もう

ところに重点を置いていただいて、全体、議会全体のことについては、議長なり、議長です

ね、もうここでいうたら、タイムスケジュールでいうたら議長の挨拶がありますので、その

辺で盛り込んでいただけたらなと思いますので。だから、５ページのほうはちょっと修正を

させていただきます。それでよろしいですかね。どうですか今の。

（「いいと思います」の声あり）

西川委員長 そやから、藤井本委員に関しましては、ここは１年間の事業の予定とか、予算をこうい

うふうに使っていきますよと、議決しましたよというところを重点にお話しいただけたらと

思います。それでよろしいでしょうか。

（「はい」の声あり）

西川委員長 そのほか、ご自身の何か、今割り振りをさせていただいたんですけども、ご意見ありま

すでしょうか。業務分担について。

谷原委員。

谷原委員 業務分担の振り分け表のところでファシリテーターということで、ファシリテーターとし

ての自己研修用の参考動画も紹介されてありがとうございます。ちょっと心配なので聞くん

ですが、４ページのその他必要事項のところに、必要消耗品として模造紙、付箋、マジック

とあるので、多分模造紙を壁に貼って、意見をいろいろ何かで書いてもらって、付箋を貼っ

て、グループ分けして、課題を絞っていくというふうな感じでやるということが想定されて

いるのかなというふうに思うんですが、これある程度各班で、そういう進行をするというこ

とであればそういう進行をするということ、打合せしないと、ある班は、付箋も使わずに話

合いでこうなってて、ある班は模造紙貼ってこういうね。道具がそろっているので、そうい

う道具を使ってやるんだったらやるで、ある程度の流れを打合せしておいたほうがいいかな

とは思うんですが、その点をお聞きします。

西川委員長 この後、説明のほうまたさせていただきます。それと恐らく、まだ日程は決めてないん

ですけども、やはり１回予行演習をしたほうがええかなと思います。この後にまたその流れ、

どういうふうにしていくかというのを説明をさせていただきたい。取りあえず業務分担につ

いては、これでよろしいでしょうか。

杉本委員。

杉本委員 業務分担と関係あるかどうか、関係なかったら切ってもうたらええんですけども、去年は

資料を作成して、パワーポイントで出したですやんか。僕はあした厚文の委員会でその辺の
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話をしやなあかんと思っているんですけども、その辺はもう今回はなしでいくという前提で

やっていったほうがいいということですかね。

西川委員長 今のところパワーポイントは考えておりません。口頭でお話をしていただいてと思って

おります。資料ですね。資料。紙資料は……。

（「人数限られてますんで、紙資料を配付しようと」の声あり）

西川委員長 パワーポイントの映し出すのはなしで、今考えております。

杉本委員。

杉本委員 てことは、紙資料は作らなあかん。それは事務局がやるんですか。てことは、それを今日

決めてもらわんと、あしたその担当割とかも決めやなあかんと思うんで。何を厚文の発表の

とき何を使うのか、総建も合わせとかなあかんと思うんですよね。紙資料というのは何かど

んな紙資料なんかもあんま分かんない。それやったら、パワーポイントとあんま変わらんよ

うな気もせんこともないというか……。

（「ものはパワーポイントでいいと思います。映さんだけで。紙にするだけ」の声あり）

杉本委員 それは、ここで話し合ったらいいんですか。何か統一しといたほうがええんでしょう、多

分。１つは何か図形もいっぱい、例えば写真もいっぱい入ってて、１つは字だけとかだった

ら、ここで合わせんのか、ここで決めんのか、よく分かんないですけども。紙資料は出すと

いうことで、どういうものを出すというのはある程度、例えば、読み原稿は、僕あるとする

じゃないですか。その箇条書だけやんのか。ちゃんと分かりやすいふうなイラストとか入れ

てやんのかによって労力も変わってきよると思うんですよね。去年も、副委員長も多分おっ

しゃってたように、何か差異があったわけやから、もう今のうちこうやって決めてもうたら、

もうあしたからでも厚文は動ける。誰がどうするとか。紙資料もなしやって言うんやったら、

なしでいいやと思うんですけど、あるんやったらどういう形式でというのは、一旦ここであ

る程度筋はつけておいたほうがええかなと思うんですけど。

西川委員長 その辺は、例えばフォーマットとかですよね。

これに関連して、パワポの形式作られるんであれば、フォーマットがあって、必ずここに

こういう文字が入るというのがあればいいのと、それからあと、全体の分量ですよね。資料

で、やっぱりこんなんないと思いますけど、総建は３枚ぐらい、３ページぐらい作っていて、

厚文は張り切って20ページぐらい作ったとかなって差があるので、大体およそこれぐらいと

か、そういうふうなことも含めて、ある程度、市民の方に配られるのイメージした分量とか、

その辺りが事前に決めてあったほうがいいかなと思います。今の話に加えまして。

西川委員長 どうですか、どれぐらいの分量がよろしいでしょうか。

杉本委員。

杉本委員 もう任せますって言ってもうたほうがええかな、逆にね。確認だけ今してるだけなんで。

２人に任せてもうたら、２人である程度形作って、それを皆さんに見てもらうという形のほ

うがいいんかな。それが何もなしやったら、お互い、お互い作っちゃったらまずいんで、そ

れはもうここでやってくださいでええんやけど、それ皆さん、ご了承だけ得たらええと思い
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ます。

西川委員長 分かりました。これについては、そしたら藤井本委員のほうも一緒かなと思うんで、委

員会はもちろん委員会でまとめてもらうんですけど、藤井本委員も予算のほうのやつを紙資

料を作っていただかんとあかんと思いますんで。これについては一旦、お任せをさせていた

だきたいなと思います。一任を。よろしいですか。

（「はい」の声あり）

西川委員長 そしたら、それについては、３名で一旦話し合っていただいて、お任せをさせていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

川村委員。

川村委員 ちょっと確認をさせていただきたい点があります。スケジュールのところにグループ発表

のところに、担当が市民または議員って書いていますね。これは一応どちらでもいいという

ふうに言われていくのか、それとも、議会報告が議員中心でいくので、できるだけ市民の方

にやっていただくようなことになると議員でもいいとか、市民さんどちらでもいいっていっ

てくると、そのグループにもよると思うんですけど、議員からしゃしゃり出ることはないと

思うんですけどね。いろんなパターンを想定しましたら、あとは、どんな形がいいのかとい

うことをちょっとだけ議論しておいたほうがいいんじゃないのかなと思うんですけど。

西川委員長 ほんだら、この進行、中の内容、今の川村委員の話についても、後のところで言います、

全部説明させていただいて、それについてまたご意見いただけたらと思います。今の内容に

ついては、一旦受け止めさせていただきましたんで。まずは業務分担、担当のほうについて

は、これで、まずよろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

西川委員長 そしたら、これで了承いただいたということで、各担当のほうについては、よろしくお

願いいたします。

先ほど杉本委員からもありましたその３名の方については、７月４日までに、当日配付す

る資料のデータというのを議会事務局まで提出をしていただきたいということになります。

ただ県外研修の内容を含めるというときに、やから……。

（「そんなん無理」の声あり）

西川委員長 でしょう。そやから、７月14日の月曜日までに最終はお願いしたいなというところでご

ざいます。本当にタイトなスケジュールになるんですけども、よろしくお願いをいたします。

それでは続きまして、この中身、先ほどもありました、どういうふうなやり方で進めてい

くのかとかということですね。時間配分等も含め、柴田副委員長のほうから説明をよろしく

お願いいたします。

柴田副委員長 グループワークの時間配分を含めて、詳細なタイムスケジュールについてご協議願い

たいと思います。加えて、グループワークの内容、それも説明、こちらのほうで案がありま

すので、それを発表させていただいて、またご意見いただきたいと思うんですけれども、ま

ず、タイムスケジュールについては、かねがねおおむね決定していただいたんですけれども、

それに基づいてグループワークに与えられた50分間について、タイムスケジュールを考えま
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した。資料７ページのタイムスケジュールを考えてみました。

まず、最初の５分間で、参加者の自己紹介と本日のテーマ説明、それから意見１について

の説明というふうに書いてあるんですけれども、もうちょっと詳細に説明させていただきた

いんですけれども、まず、テーブルの上には前もって注意事項ありましたよね、注意事項の

紙が置いてあります。そして、模造紙が各テーブルに平たく置いてあります。それと、付箋

とペン、それから名前を書く名前のシールを置かせてもらっております。アンケート用紙も

事前に先に置いてもいいし、もうちょっと落ち着いた時点でまた配ってもいいかなと思って

いるので、その辺りは、後でまた考えていただきたいと思うんですけれども、まず、始まり

ました。まずは、もう始まる前でもいいんですけど、名前シールに名前を書いて、胸に貼っ

といていただきたいなと。胸に貼っといていただきたいなと。その名前は、別に本名じゃな

く、ニックネームでもいいかなというふうに思っております。まず、どちらでもいいんです

けれども、ファシリテーターとアシスタントの自己紹介の後に、参加者の自己紹介を１人ず

つしていただくときに、案としては、大字とここに書いた名前を言っていただいて、アイス

ブレイクも考えてたんですけど、わざわざその時間を取らないで、自己紹介をしたときに一

言添えてもらうようなことをやってもいいかなと思っておりまして、それは例えば、大字、

名前、そして、例えば市内で一番お気に入りの場所を言ってくださいみたいなことを一言付

け加えて、自己紹介それぞれしていただくと。そこはその辺りは、ファシリテーターの方に

お任せしたいなというふうに思っております。

リテーターのほうから説明いただいて、意見１と意見２に分かれておりますので、まずは意

見１について説明していただく。その後で、各参加者が２分の持ち回りでご意見をいただく

ということなんですけど、そのときに、誰からとかというのは、その雰囲気を見ながら、言

いたそうな方からとか、右回りとか、時計回りとか、反時計回りとかで決めていただいて、

それで、１人の方が意見言っているときに、ここもご意見いただきたいところなんですけど、

アシスタントの方がその意見を聞いているその意見の中のキーワード的なものを付箋に書い

ていただいて、それをもうぺたぺたっと模造紙に貼っていくということをしていただくか、

それがちょっと追いつかないようだったら、ファシリテーターの方も一緒になって聞きなが

らですけど、貼っていただくとかという方法で、何とか付箋に文字で書き出していただきた

いというふうに思っています。その２分間というのは、取りあえずアシスタントの方がタイ

ムキーパーになっていただきたいんですけれども、簡単な方法としては、もうこのスマホで

２分を設定してボタンを押して、何かベルが鳴るまでということを繰り返していっていただ

いたらいいかなというふうに思っています。それが終わりましたら、２分掛ける８で16分終

わりましたら、ファシリテーターが、今聞いた８人の意見を大体こんな感じですよねという、

こういうの意見が出ましたというのを短くまとめていただいて、そして、次に移っていくと、

意見２に移っていくということなんですけど、このまとめの部分が、次の発表につながって

くるかなと思いますので、まとめをファシリテーターがしているのを、またアシスタントが

書いていただければ、発表者の方の助けになるのかなというふうには思っているんですが、
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その辺りの工夫も、グループごとでやっていただいてもいいのかなというふうに思っていま

す。その後、また意見２のご意見を皆さんからいただく、同じように繰り返して、今回は３

分間で８人、24分取っています。また、そのときにアシスタントの方がキーワードを書いて、

ぺたぺたと付箋に貼っていただければなというふうに思っています。

最後に、またまとめをファシリテーターの方がして、そして終了の挨拶をしまして、その

後、その後なんですけど、ちょっと15分間取っているんですけれども、そこで発表者を決め

ていただきたいんです。それは、できれば参加者の中からお一人、指名なり、自分でやりま

すと言ってくださる方がいたら一番いいんですけど、なければ、ファシリテーターの方がい

かがですかというふうに進めていただいて、なるべく市民の方が発表していただくようにお

願いしたいなと思っています。どうしても誰も出なさそうだなと思ったら、ファシリテータ

ーまたはアシスタントの方が発表していただくということになるかなというふうに思ってい

ます。その間に出来上がった模造紙、付箋がついた模造紙をパーティション用意しておりま

すので、そこにもう貼り付けて、５グループを貼り付けて、そして発表に臨んでいただきた

いなというふうに思っています。発表者の方とファシリテーター、アシスタントの方は、発

表者のヘルプといいますか、どういうふうに発表するかというのも15分間の間で、一緒に意

見のすり合わせとかもやっていただきたいなと思っているんですけれども、その間は、ほか

の方はちょっと休憩していただけるかなというふうに考えております。

最後に、１グループ５分で発表というふうな流れを今のところ考えているんですけれども、

この辺り何かご意見とか、何かアドバイス的なことがあれば、ぜひお願いいたします。

西川委員長 杉本委員。

杉本委員

ないと、感じてますかって聞いたら、イエスかノーしかないような気がするんですよ。イエ

ス、イエスで終わっちゃうんで、どのようなところにというふうな、ひもとく言葉に変えた

ほうがええと思うんです。

ちょっと別の話、これ今、参加希望者って出てるんですか。これによって、というのも、

これ１回やったほうがよくないですか、１回議員で。それは、次の日程のときにやるという

形なんですね。分かりました。その40名集まってんのかどうなんかというところ気になって

るんですけど、これ半分やったら、ファシリテーターも半分になっちゃうという話ですもん

ね。どうなんでしょう。

西川委員長 人数なんですけど、40名、まだあと１か月あるんですけど、今そこそこ、ちょっと過剰

に言い過ぎましたけど。ごめんなさい。まだ応募、かなり枠が空いておりますんで、これに

ついては、まだあと１か月あります。もうちょっと待ってはみたいんですけど、これやはり

周知、こんだけ広報もさせていただいたんですけども、やはり、まだ認知されていってない

というところもありますので、これはやはり皆さんのほうからもお声がけをしっかりしてい

ただかんなあかんとお願いをせなんかなと思っております。今はそういう状況です。まだ両

手にもいってないというところですので。
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杉本委員。

杉本委員 となると、この議長作ってもうたこれというのは、僕使っていいんですかね。例えばＳＮ

Ｓで皆流しましょうとかというのは、努力としてやるべきなんじゃないのと思うんですけど

も。

西川委員長 これについては、もう出回っているというか、もうチラシも出ていますので、使ってい

ただいて結構です。ＳＮＳとかでしっかり発信もしていただけたらと思いますし、これを打

ち出してもらって、渡してもらうように使ってもらえたら。ＬＩＮＥＷＯＲＫＳにも一度、

皆さんのほうに配信をしていただいていると思いますんで、そこから一度打ち出していただ

いたりとかしてもいいかな。

（「１個目の質問だけ。どのようなところがって足すのか、足さんのか」の声あり）

西川委員長

今の１についてですが、これ一番最初に質問された意図なんですけども、つくられた意図

なんですが、まず、住みよいと感じているかどうか、住みよくないと感じているという答え

いますかの後に、それはなぜですかとか、その理由を併せてお答えくださいとすれば、意見

１の、もしそういう当初の意図であれば、それは変わらないかなというふうに思います。い

や、もうそんなん、悪いという答えは認めてないということであれば、杉本さんのほうがス

トレートでいいかなと。

西川委員長

す。それでよろしいですか。

松林委員。

松林委員

うようなものがいいんじゃない、多様な意見があると思うんですけども、そこのキーワード

となるようなところをまとめてメモするというのは、発言された方に簡単にまとめてもらう

ほうがええんやないかなと私は思うんです。付箋の話ですけども。それをどういうふうに並

べていくんか、模造紙に貼っていくんやけども、どういうふうな基準に従って貼っていくん

かというところも分からへんのですけど。

（正副委員長交代）

柴田副委員長 その辺りなんですけど、多分、意見言った人に書いてもらう時間が多分ないと思うん

ですよ。ここのスケジュール見ていただいたら分かるように。だから、意見言っていただい

ている間に、それこそ本当にキーワードでいいので取り出していただけたら、一番いいのか

なというふうに、文章になっていなくてもいいと思うんですよ。というのは、後で発表があ

るので、イメージというかで捉えていただくのがいいのかなというふうには思っているんで

すけど、なかなかその辺りも、実際やってみないとどうなるか分からないので、１回リハー
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サルやるときに、本当にそれが本当に難しければ、また違う方法を考えないといけないと思

うんですけれど、一度やってみてもいいのかなというふうには思っているんですが。模造紙

に貼るのは、やっぱり意見１と２があるので、それがミックスになっちゃうと駄目なので、

それはもう完全に分けて、線なり何か引いてやるのはやるとは思いますが、あとはもう自由

に貼っていいのかな、後で並べ替えもできます、付箋なので並べ替えもできると思うので、

もしグループ分けするんであれば、また貼り替えもできるとは思うんですが、取りあえず大

まかなのは、意見１と意見２に絶対に分けておくというのは、最低のルールかなとは思うん

ですけれども。あとは、本当にやってみないと分からないところがあると思うんですけど。

坂本委員。

坂本委員 前回の議会改革の委員会で、参加される方に自分がどういうことを発表したいんかという

ようなことを書いてもらって、持ってきてもらうようなことはお話しされてなかったでしょ

うか。そう記憶しているんですけども。

柴田副委員長 持ってきてもらうんではなくて、その場で書いてもらおうかというお話は多分してい

たと思うんですけれども、何か時間的なことを考えると、やっぱり書くとなるとすごく考え

てしまう場合があるので、時間的にちょっとタイトになるのかなということになって、ファ

シリテーター自体は多分物すごい忙しいというか、意見も聞かないといけないから、その間

にアシスタントの方がそういう意見の中から、これは重要だなと思うようなワードを取り出

して、書いていただくようなことができるんではないかなというふうに考えているんですけ

れども、それもやってみないと本当に分からない部分もあると思うんですけれども。ちょっ

と練習していただくというか、もあるのかなと思っています。

岩永書記。

岩永書記 私、資料とか見てて、１つ自分が思った例ですけども、例えば、今、住みよさ、いいです

かというのは、模造紙のほう線引っ張って現在、これからというのが未来って分けるとかね。

そこに貼るとか。もし内容がハードなんかソフトなんかでまた縦に割るとか、そこら辺は、

また一遍試しにやってみはって、どれが一番発表しやすいかとか考えていただいたらいいん

かなと。一応事務局として、できるだけ皆さん、早いこといけるようにということで、今回

マジック多いめに買おうかなと。どうせまた何回もまた、今後やっていくことやから、１人

に１本いけるように買っておいたら、自分で書けない人は書いてもらったらいいし、自分で

書ける人はもう手元に用意してますんで、そういう方法もあるかなと思って、その他必要事

項のところの物品のところでマジック、たくさん88本と書いてあるんですけど、その辺も考

えて多いめに入れてますんで、お願いします。

柴田副委員長 松林委員。

松林委員

にということで、ある程度考え方を持ってきてはると思うんですよ。多様な意見やけども。

だから、そういう方はある程度自分の考えというのはある程度まとまってる、こういうこと、

そこに行っていろんな啓発を受けて、考え方変わる場合もあるけども、ある程度、自分の意

見ちゅうのも持ってはるかなと思うんですけどもね。だから、事前にある程度、自分の書く
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ようなことは、ある程度持ってはるんじゃないかなと私は思うんですけども、やってみんと

分からんけど、これは。

柴田副委員長 ありがとうございます。先ほど岩永さんがおっしゃったのが私いいかなと思って、参

加者も持っているということですよね。なので、もう臨機応変に本人が書いていただくのも

いいし、意見を言ってらっしゃる間に、アシスタントがこの言葉大事やなって思ったらそれ

を書いてもいいしというような、もうすごく臨機応変にやったらいいのかなって今提案して

いただいたんで、それでいいのかなというふうに思いますが。

（正副委員長交代）

西川委員長 川村委員。

川村委員 私も問いかけは広さのある問いかけ、さっき坂本さん言われたみたいに持ってきはって、

今日はこれを言うたろうと思って持ってきはるわけですよね。それはいいと思うんです。そ

れが、要するにその方の意見というのは未来のことなのか、それとも現状の住みよくないと

思っているところなのかというところに持ってきはった意見はもう貼ったらいいと思うんで

す。だから、そこからその方は、この問いではないことを予想して来はっても、必ずこの現

状の住みよいというところの広い満足度があるかどうかというところには当てはまるので、

それも生かしたらいいと思うんです。それをもう先に書くねんとおっしゃったら、書くよう

にされて貼り付けていく。また、改めてこう聞かれたら、まだあるわっていって。だから複

数書かれてもいいのかなというふうに思います。私は、多様な意見が出るほうが、グループ

ワークとしては充実していると思うので、それはとてもいいから、この問いかけでいいと思

います。この問いかけで、さっき言われたみたいに、将来こうならなあかん、今のこれはあ

かんからこうならなあかんという、そういうところまで言ってくださる方は、おのずと現在

と未来というのがあるし、ハードのことを言われたらハードのところになるし、ソフトのと

ころになる、それはもうとても当てはめやすいことになるのでね。それはいいと思う。私は

さっき意見言わせていただいたのは、できたら、市民さんがやっぱり中心になってほしい。

今日はこれ言うたるぞと思って来はるんですよ。私はそれを大事にしなあかんと思うんです。

報告はやっぱり議会としてしないといけないから、出番というのをやっぱり作ってもらわな

いといけないから、持ってきはった意見を公に言ってくださいというてお願いするというの

をできるだけしてもらったらいいのじゃないかなと思うので、議員はちょっとその心得を持

って、もうそんなんとてもできないというグループは、そしたら話合いによって議員がする

というのはいいかなと思うんですけど、できるだけ私は市民さんの出番というのをこの場面

については取ってやったらいいのではないかなと思いますので、私はもう、この問いかけの

中で対応、いろんな臨機応変にそれは貼っていったらいいんじゃないかなと思いますので、

この流れでいっていただいたらよいと思っています。

西川委員長 岩永書記。

岩永書記 事務局からですけど、同じようにその他必要事項のところに、テープのりとか用意するよ

うにしています。テープのり持ってたら、持ってきはったメモとかでも貼れると思うんです

ね。だから、一応そのために用意はさせていただこうかなと。あと、参加される方には、何
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らかの連絡できる形のアドレスなりもらっていますんで、事前に考えて、メモ用紙とか持っ

てくるのもありですよというのを告知しておいてもええかなと思いますんで、もしあれやっ

たら、そういうふうにさせていただきたいと思います。

西川委員長 どうでしょうか。そのほかご意見、この件につきましてはありますでしょうか。

（「なし」の声あり）

西川委員長 ほんじゃ進め方については、日程はまた合わさせていただきたいんですけど、一度、リ

ハーサルみたいなことをさせてはいただきたいなと思うんですけど、その日程がどういうと

ころで取れるかというところを、また考えさせてはいただきたいんですけど。その辺含めて

どうでしょうか。皆さんリハーサルは必要やと思いますでしょうか。ここに一応ファシリテ

ーターの方には、一応ここのＱＲコードでファシリテーターとはこんな感じですよという動

画を事務局のほうでも探していただいて、参考にしていただけたらなというやつはあるんで

すけど、やっぱり予行演習は必要かなと思いますので、日程かなり視察研修等もありますし、

ほぼほぼ直前ぐらいになってくるのかなと思ってるんですけど、どこかで予行演習、また日

程調整をさせていただきたいなと思いますので、その際はご協力よろしくお願いいたします。

それでは、アンケート、次に、出席していただいた方へは市民さんにアンケートを取らさ

せていただきたいと思っております、今回も。10ページと11ページに案がございますので、

内容のほう一度ご確認のほうよろしくお願いをいたします。これについては、２ページある

んですけど、両面での印刷を考えさせていただいておりまして。このアンケート、見ていた

だいて、これで配らせていただこうと思うんですけど、これについてまたご意見のほうよろ

しくお願いいたします。

坂本委員。

坂本委員 このアンケートを見て、お住まいのところに市内と市外と２つありまして、市民懇談会と

いうことなので、市外から来られても参加できるということになるんでしょうか。確認して

おきたい。

西川委員長 想定しましたところ、もちろん市民さんに対しての、もちろん懇談会はさせていただく

んですけども、前回も一応、市外からも来られておったのもありました。もしかしたら、一

緒にグループで来られるときに市外の方がいらっしゃるかもしれないので、その辺について

は、一応アンケートのほうを取らさして、一応市民さんのほう向けなんですけど、もしかし

たらグループで来られたときに、市外の方もいらっしゃるかと想定をしてのことでございま

す。

坂本委員 ということは、この懇談会に参加されるのも、市外の方も参加してもらうということにな

るわけですか。

西川委員長 参加を促しているわけではございませんが……。

坂本委員 一緒に来られたときに。

西川委員長 そうですね。基本は市民の方を対象としておりますが、グループによってもしかしたら、

一緒に行こうよといったときに、グループによってもしかしたらそういう方がいらっしゃる

のではないかということを想定しただけでございまして、当日……。
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（「在勤者」の声あり）

西川委員長 在勤者、そうですね。在勤者も……。

坂本委員 そういう方を含むということで。

西川委員長 それは大丈夫、それは……。

坂本委員 まるっきり関係のない方は……。

西川委員長 そうです。市内に在住、在勤なんで、その方もいらっしゃいますので。

坂本委員 そういう方を含むために、この市外というのが入っているということで。

西川委員長 そうですね。

坂本委員 理解しました。

西川委員長 どうでしょうか。このアンケートで、何かここをこうしたら、変えたほうがいいじゃな

いかとかありましたら、ご意見いただけますか。よろしいでしょうか。よろしいですか。

（「はい」の声あり）

西川委員長 そしたら、これでアンケートのほうは作成させていただきたいと思います。

それでは、今年度のこの市民懇談会について、おおむね内容については、今皆さんにお伝

えをさせていただきまして、あと、市民懇談会の関係資料の４ページに、先ほどいろいろと

付箋であるとか模造紙であるとか、いろいろ備品のほうは出てきてたと思うんですけど、そ

れを今回、備品リストみたいな形で、消耗品、掲載しておりますので、ご確認をしていただ

きたいなと思います。これ、こういうのが要るんじゃないのか、先ほど内容を頭に浮かべて

いただいて、あとこういうのが必要じゃないかなということもご意見としていただけたらな

というふうに思いますので。これについて１回、今すぐに多分こんなん必要やなというとか

あれなんで、不足するとか、これ修正するとかいうものがあれば、僕ら正副に言っていただ

くか、事務局にこれ必要じゃないのと言っていただきたいなと思います。ここで、今考えて

もらったら時間、すごいかかるかなと思いますんで。これについては確認していただいて、

その都度、正副委員長のほうか、また事務局のほうにお伝えをしていただけたらなと思いま

す。

杉本委員。

杉本委員 ちょっと戻って申し訳ないんですけども、これ集合時間は何時なんですかね、議員の。こ

れその辺も書いていただいて、去年、用意も全員でもう同時にやりましょうよ。先行してや

っていただいてたと思うんですよ。じゃなくて、今年はもう全員、１時やったら１時に集ま

って全員で用意しましょう。というのが１つと、もう一つは、受付、お二人でいけますか。

去年も同じこと言ったんですけど、おじ様、おじ様というお二人なんで、ここで女性の方１

人入れたほうがいいんじゃないのって去年もあったんですけどね。ありましたよね。今年も

それ生かしてのほうが多分受付としてはいいんじゃないかなって、今、去年のことを思い出

しながら見とったんですけど。そこだけもう一回考えていただいて、集合時間だけで決めて

いただいて。

西川委員長 そうですね。集合時間のほうまた、１時半から受付ですので、準備等やはり一緒にお願

いをしたいなというところもありますので、またこれについて追って決めさせていただいて、
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集合時間のほう、全員その時間に来ていただけるようにさせていただきたいと思います。

それと受付、業務担当のほうなんですけど、受付、今、杉本委員からもお話出たんですけ

ど、人数、これで足りんのかというところと、言いにくいんですけど、女性の方もおられた

ほうがいいんじゃないかというところですね。これについて……。

（発言する者あり）

西川委員長 これについて、そしたらそういう意見もあったので、もう一回受付のほうを、今、谷原

さんと松林さんのほうなんですけど、また女性の方も１名行っていただけるかというところ

も調整をさせていただいて、また変更するなら変更するという形でさせていただきたいと思

います。

谷原委員。

谷原委員 受付って、受付に席番号渡すだけですかね。受付は受付でやる仕事としては、例えば受付

名簿に書くということはない。例えば名前は貼ってもらうということで、参加者はみんな事

前に把握しているわけやから、40人なんで、番号渡すだけやったら、もう別に資料もテーブ

ルにあるとすればあれだし、あんまり２人で十分かなという気がする。今度40名やから、前

回はすごく多かったので、また、そこへたまられるし、あれだけど、２人で十分かなと。そ

れは女性と男性とペアでも受付してもいいんですが、どういう仕事かいうのがイメージと、

これちゃんと席の番号を渡して案内していくというふうなことだけであればあれですけど。

資料はもうお渡しするか。そこら辺やね。

（「お茶も」の声あり）

谷原委員 置いているんですね。今さっき置いてるって聞いたから、だから、結局番号を渡すだけに

なるんかなと。参加者はもう事前に把握しているわけやからね。だったら２人でもいけるん

かなと思ったり。ちょっとそこの確認だけ。

西川委員長 柴田副委員長。

柴田副委員長 名簿の確認、お名前の確認だけだと思うんです。お茶もお配りするんですけど、もう

やっぱりテーブルに全て置いておいてということになると、本当にそれだけ、お仕事として

は……。

（「名前の確認だけ」の声あり）

柴田副委員長 確認、なります。とテーブル番号を渡す。

西川委員長 坂本委員。

坂本委員 今、谷原委員がおっしゃった受付でのことなんですけど、例えば３人グループで来られま

した。３人グループで来られて、会場案内するんですけれども、そのグループは、できたら

別々の席に振り分けて入ってもらうというようにしたほうが、するようになるんでしょうか。

西川委員長 柴田副委員長。

柴田副委員長 受付のときにテーブル番号をそれぞれお渡しするので、多分案内、坂本さん、案内な

ので、そのテーブル番号を見せてもらって、そのテーブルはこちらですというような形にな

ると思います。

西川委員長 よろしいですか。
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むちゃくちゃ思いつきなので、とんちんかんやったら言ってもらえたらと思うんですけど、

案内するときに、その方の席が決まっていると分かっていると。ほんなら、ファシリテータ

ーとかサブの方はもう分かっているということで、アイスブレイクじゃないですけど、肩の

あれを落としてもらう意味で、何らかの形でそのときにもう顔合わせというか、そのときに

受付のところにいらっしゃって、場所も案内しながら、私担当させてもらいますねんみたい

なことができれば、どういう流れになるかあれなんですけど、いいんちゃうかなと、ちょっ

と思いつきなんですけど、それももしできたら検討していただけたらありがたいかなと思い

ます。

西川委員長 分かりました。そうですね。その辺はファシリテーターがやりやすいように、次に運び

やすいようにしていただけたらええかなと思うんですけど。要は受付からファシリテーター

の方が。

川村委員。

川村委員 受付のところでやらないで、受付はして、下りてこられて、例えばＡというテーブルはこ

ちらですよと言うて、手を挙げるとか、そこでしてしまうとごった返すのかなって思います。

受付でみんながそこ行って、わーってなるから、受付は受付していただいて、テーブル番号

が分かったら、段ありますよね、そこへ案内の方が、例えば体不自由な方とかおられたら、

配慮して、あそこ階段ありますから、下りてもらって、そこからはテーブルのところに行く

のに誘導していくというのも、私らと会場案内の人のチームプレーが発生するから、そんな

感じでイメージでいいんじゃないですか。

西川委員長

私も今、川村委員がおっしゃった、このやり方のほうがスマートだなというふうに思いま

す。

西川委員長 それでは、よろしいですか、ほか。

松林委員。

松林委員 １人２分ですかな、２分で時間計りながらメモしてというのは、なかなかずっと時間、時

間こっちでサブは計算しながら、そういう時間配分ってなかなか難しいんちゃうかな思うん

ですけど。

西川委員長 柴田副委員長。

柴田副委員長 タイムキーパーは、もうスマホを使っていただけたら一番いいかなと思う。もうボタ

ンを押すだけで、２分にセットしておいてもらって、ボタン押したらもう勝手に２分たった

ら音鳴るじゃないですか、じゃ、終わりですって言って、次に行くという形だったら、もう

全然、時間は気にしなくていいとは思うんですけど。

西川委員長 松林委員。

松林委員 なかなか、そやけど発言されてて、そこで２分で時間がもうすぐ終わりですと、なかなか

切りにくい部分もあると思うんですけどもね。

（「それはファシリテーターに任せて」の声あり）
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柴田副委員長 そこは本当にアシスタントというよりも、ファシリテーターのお仕事やと思うんで。

そこはアシスタントの方はあんまり気になさらなくてもいいかなと思います。

西川委員長 確かに難しいとは思いますので、松林委員のおっしゃっていることも分かりますし、そ

の辺についてはファシリテーターの動画もありますので、その辺で皆さん、１回確認をして

いただいて、あまりばしっと切るのもさすがに無理やと思いますね。そこら辺は、技術とい

うかテクニックが要るのかなと思いますけど。それをでも気にしていってたら、前向いてな

かなか進みませんので、多分どの、ファシリテーターというか、委員長とかもみんなそうや

と思います。ばしっと切るとかなかなか難しいやろし、そやから、その辺はやっぱり技量と

か、その辺はファシリテーターでしっかりとやっていただいたらなと思いますので。

川村委員。

川村委員 議員は名札はつけるんですか。つけるんですね。そうですね。

（「シール貼る」の声あり）

西川委員長 同じようにシールで貼ってもらってもいいと、ほんで、そこで議員もニックネームでも

いいかもしれませんし、いや、例えばね、それは。

川村委員 それは大事なことやと思うんです。ただ、それをしたかったら、また下手に名刺配ったり

するような議員はいかんよということを、私ちょっとあえて辛口の部分も言わないといけな

いので、議員はみんなここのシールを貼って、議員ということは確実に示すということは、

ぜひしておいてほしい。でも、個人名刺は絶対配らない。これは、今までも想定できること

ですので、そこは全員に言うときにお願いしたいと。優しいこと言うたり、辛口のこと言う

たり、すいませんが、よろしくお願いします。

西川委員長 その辺はしっかり徹底させていただいて、ちゃんと言うように、最初の説明のときでも

ちゃんと説明するときに言うようにさせてもらいます。

そのほか、よろしいですか。

藤井本委員。

藤井本委員 前回のときもあったんですけど、うちがこういう市民懇談会がほかに比べて先行してい

ると思わないんですけども、まだやっていないところもあって、昨年も２市か、２つの町か

３人ぐらい議員さんが来られてました。そういう話あったときに、今回やったらもう、どの

ように答えておいたらいいのか、我々も、自分らのするのにどっか見に行ったりとか、それ

はもう全員で行ったり、議会の視察ということで行きまして、私も、実はよそのこういうの

行ったことあるんですよ。聞かせてねと。気安く受け入れてもらった、行ったところは全部

受け入れてもらいましたけど、そういうお話があったときに、どのようにお答えをしておい

ていいのか、もう統一しておいてもらったほうがいいと思うんです。

西川委員長 これについては、もちろん参加していただくことはできないと思うんです。だから、こ

れについては、そういうお話があったときに、正副、そして議長また相談させていただきま

すので、むげに断るということもなかなか難しいのかなと思います。そうやって参考にした

いということがいらっしゃったら、次の自分らのところのまちに参考にしたいといらっしゃ

いましたら、むげに断ることもなかなか難しいのかなと思いますし、その時、都度……。
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（発言する者あり）

西川委員長 そういう扱いになると思いますけれども、グループワークで、今回はやっぱりグループ

ワークで、市民さん、在勤、在住、もしかしたら市外の方、グループの中にいはるかもしれ

ませんけど、基本的にはそのグループワークの中で、市民の方ですので、中には、中という

のは輪の中、グループの中にはもちろん入ってもらわれないと思いますけども、視察みたい

なイメージ、傍聴ですよねということについては。

（「決めといていただいたほうが、話あったときに、聞いてみるわというのと違うてです

ね」の声あり）

西川委員長 そしたら、そういう話があったときに報告いただいて、基本的には傍聴のみですけどね。

傍聴のみしていただけるということで決めさせていただきたいと思いますので、話があった

ときには必ず通していただいて、報告をこういう方が来られるということで、こちら把握さ

せていただきたいと思いますので。基本的には傍聴ということでお願いします。

ほか、よろしいですか。

（「はい」の声あり）

西川委員長 いろいろと今決めさせていただいて、修正するところもあるんですけども、どうしても

日が近づくにつれて、こういうことが足らんかったよとか、こういうことがまだ出てきまし

たというのがあると思うんです。もうちょっと煮詰めていったらね。そのときにはＬＩＮＥ

ＷＯＲＫＳとかで皆さんにお知らせするということにさせていただきたいと思います。改め

てもう一回集まっていただいてというのはなかなか難しいので、こういうことになりました

とか、こういうことにしますとかいうのは、ＬＩＮＥＷＯＲＫＳ等でお知らせをさせていた

だきたいなと思います。

リハーサルについては、一度やらせてはいただきたいなと思いますので、これ全員なんで、

なかなか日が、恐らく合いにくいのかなと思うんですけども、なるべく大勢の方が参加して

いただける日を調整できたらなとは思うんですけど。必ずファシリテーターの方がおられる

とき、全員がそろうときにはさせていただきたいなと思いますけど、その辺またご協力のほ

うよろしくお願いします。

先ほど杉本委員からありましたように、何人来ていますかと、今申込みがあるんですけど、

今何名とは言いませんけども、まだまだ余裕がある段階ですので、本当に今委員の皆さんに

は声がけをしていただいて、チラシも打ち出していただいて、ちょっとお願いするわねとい

うことを、祝日の日なんで、なかなか予定のある方ももちろんいらっしゃると思うんですけ

ど、できるだけご協力いただけるように、参加していただけるように促していただけたらな

と思います。

それでは、この市民懇談会については以上とさせていただきます。

続いて、協議案件（２）議会関係資料の配布についてを議題といたします。

この件に関しましては、前回４月24日に開催をいたしました本委員会においてご協議いた

だきました議会議員が委員となる各種委員会などについて、理事者側の意向を確認すべきで

はないのかという意見がございました。なぜ議会議員を委員に委嘱するのか、議会議員が委
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員から外れても問題はないのかなどを確認するために、各担当部署に照会をいたしました。

議会改革関係資料の１ページから37ページがその回答でございます。本日はこの内容には触

れないんですけども、次回のこの委員会までに確認をお願いをいたします。

また、議会改革関係資料の38ページから40ページなんですけども、令和６年12月末現在に

おいて、全国の市議会の定数、報酬について資料が届きましたので、以前に作成しました基

礎調査報告書と同様に、人口３万5,000人から４万人までの類似団体について集計した表を

作成しましたので、参考までに添付をしております。提出については、視察研修させていた

城市は34市中９番目となっております。本日ご提示させていただいた資料は以上でございま

す。これについては、情報提供というところでございます。

委員会、各種委員会のほうは、今これ、見るのもなかなか本日お配りしたばっかりなんで、

見ること、今こうやってご意見いただくことというのもなかなかないかなと思いますので、

一度確認をしていただいて、また、次の委員会に取り上げさせていただきたいなと思います

ので、本日については、資料の提供をさせていただくというところでとどめさせていただき

たいと思います。

本日の協議案件については以上でございます。ここで委員外議員から発言の申出があれば

許可をいたします。

増田議員。

（増田議員の発言あり）

西川委員長 委員外議員の発言を終結いたします。

皆様、本日は闊達なご議論ありがとうございました。残すところ本当にあと１か月とちょ

っとですので、その間に本当にまだ委員会の視察研修等も含んできます。報告、各委員長に

はまた報告のほうをつくっていただかんなんと思うんで、本当にご苦労をおかけするんです

けども、よろしくお願いをいたします。どっちにしてもこれ、また初めての手探りでの中の

ことになりますので、本当に皆さん一致団結して、日頃けんかはしているかもしれませんけ

ども、この市民懇談会に関しましては……。

（「けんかしてない」の声あり）

西川委員長 けんかはしてないですね。ごめんなさい、いろいろと議論が分かれることがいろいろと

あるかもしれませんけども、ここは一致団結して、この市民懇談会、しっかりと成功させた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。ちょっと失言でございました。けん

かはしておりません。議論の対立はあるかもしれませんが、ここは市民懇談会、しっかりと

成功に向けてご協力していただけるよう、よろしくお願いいたします。

これをもって議会改革特別委員会を閉会いたします。ありがとうございました。

閉 会 午後４時１４分
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